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4361)阿久澤弘陽・岡村佳代・黒﨑佐仁子・棚橋明美(2021)「専門教育への適切な接続を 

目指した日本語教育の効果と課題の検証」『小出記念日本語教育研究会論文集』第 29 

号 小出記念日本語教育研究会 

 

4362)朝日祥之(2021)「戦中期のアメリカにおける日本語教育」『東京外国語大学国際日本 

学研究報告』no.11 東京外国語大学大学院国際日本学研究院 

 

4363)朝日祥之(2021)「ハワイの日系移民史における日本語の役割」『東京外国語大学国際

日本学研究報告』no.11 東京外国語大学大学院国際日本学研究院 

 

4364)朝日祥之(2021)「人の移動の社会言語学－日本語の事例を中心として－」『東京外国 

語大学国際日本学研究報告』no.11 東京外国語大学大学院国際日本学研究院 

 

4365)アズハリヤ・アユ(2021)「1960 年代インドネシア高等教育における日本語関連学科 

の創設過程－2 つの系統の形成と日本の関与に着目して－」『アジア教育』第 15 巻  

アジア教育学会 

 

4366)鮎澤孝子(2021)「小出詞子先生とご尊父小出満二氏」『小出記念日本語教育研究会論 

文集』第 29 号 小出記念日本語教育研究会 

 

4367)鮎澤孝子(2021)「フィリピンでの小出詞子先生」『小出記念日本語教育研究会論文 

集』第 29 号 小出記念日本語教育研究会 

 

4368)葉慧君(2021)「日本統治時代における台湾人先住民の日本語教育―タイヤル族の日 

本語使用状況の考察―」『新世紀人文学論究 全地球時代からの言語学－日本語学・ 

対照言語学・日本語教育からの眺望－田中寛教授古希・退職記念論集』第 5 号特別記 

念号 新世紀人文学研究会 

 

4369)井川充雄(2021)「台湾におけるラジオ塔－日本統治下の台湾におけるラジオの共同 

聴取－」『応用社会学研究：立教大学社会学部研究紀要』No.63 立教大学 

社会学部 

 

4370)池田誠司(2021)「日本統治解放後の韓国における日本語敬語学習についての一考察 

－韓国高校第 2 外国語選択科目である日本語教科書の分析をとおして－」『日本海域 

研究』第 52 号 金沢大学環日本海域環境研究センター 

 

4371)池田匡史、黒川麻実(2021)「植民地間の民話教材の流用はいかになされたのか？― 

朝鮮・満洲・南洋群島の「水中の玉」―」『全国大学国語教育学会国語科教育研究： 

大会研究発表要旨集』141 全国大学国語教育学会 

 



4372)池田匡史・黒川麻実(2021)「植民地＜国語＞教科書における民話教材の位相－満

洲・朝鮮に着目して－」『読書科学』第 62 巻第 2 号 日本読書学会 

 

4373)石川創(2021)「『早稲田日本語研究』創刊号から第 29 号までを振り返って」『早稲田        

日本語研究』第 30 号 早稲田大学日本語学会 

 

4374)板橋孝幸、岩本廣美(2021)「台南大学所蔵資料にみる昭和戦前期台湾の郷土教育運

動－台南師範学校を中心に－」『奈良教育大学紀要. 人文・社会科学』第 70 巻第 1 号 

奈良教育大学 

 

4375)伊月知子(2021)「「満洲国」の日本語教育」に対する戦中から戦後にかけての評価－

戦中・戦後の新聞・雑誌・記録をたどる－」『新世紀人文学論究 全地球時代からの

人文主義－歴史、文学、植民地教育史研究の還流－田中寛教授古希・退職記念論集』

第 4 号特別記念号 新世紀人文学研究会 

 

4376)井上晴美(2021)「中国帰国者一世・二世・三世の中国語に対する意識調査－今後の

日本における、多文化共生社会の実現に向けて－」『人文×社会』2021 年 1 巻 1 号 

『人文×社会』編集委員会 

 

4377)今村圭介(2021)「福祉言語学的研究を目指したパラオ語日本語借用語辞典の作成」

『社会言語科学』第 23 巻第 2 号 社会言語科学会 

 

4378)魏吉菲(2021)「青島における中国人日本語教員の養成－第 2 次日本占領期を中心に

－」日本植民地教育史研究会(2021)『植民地教育史研究年報第 24 号 植民地と国語

教育』晧星社 

 

4379)魏佳寧(2021)「中国の大学における日本語専攻と日本語学科(学部)に関する考察」

『観光学論集』16 長崎国際大学国際観光学会 

 

4380)植田晃次(2021)「銀行員・弓場重栄と朝鮮語－日本近代朝鮮語教育史の視点か－」

『言語文化研究』第 47 巻 大阪大学大学院言語文化研究科 

 

4381)上田崇仁(2021)「旧韓末『日語読本』考－KH coder によるテキストマイニング・コ  

ーディングルールの検討－」『南山大学日本文化学科論集』第 21 号 南山大学日本文    

化学科 

 

4382)上田崇仁(2021)「植民地朝鮮で「国語」は何を教えたのか」『東アジア文化研究』第

1 号 東亜大学東アジア文化研究所 

 

4383)上田崇仁(2021)「大学における授業実践報告「日本語教育史」」日本植民地教育史研

究会(2021)『植民地教育史研究年報第 24 号 植民地と国語教育』晧星社 

 

 



4384)上田崇仁(2021)「『日語読本』の特徴：併合前の教科書は何を教えたのか―テキスト

マイニングで見えてくること―」『新世紀人文学論究 全地球時代からの人文主義－

歴史、文学、植民地教育史研究の還流－田中寛教授古希・退職記念論集』第 4 号特別

記念号 新世紀人文学研究会 

 

4385)上田美紀・渡辺民江(2021)「実践報告 日本語教育実習 2003 年度から 2020 年度ま

で」『中部大学教育研究』第 21 号 中部大学大学企画室高等教育推進部 

 

4386)上野和昭(2021)「『早稲田日本語研究』第 30 号によせて」『早稲田日本語研究』第

30 号 早稲田大学日本語学会 

 

4387)上野田鶴子(2021)「ICU 初期における日本語教師養成」『小出記念日本語教育研究会      

論文集』第 29 号 小出記念日本語教育研究会 

 

4388)上野田鶴子(2021)「小出詞子先生と日本語教育学会」『小出記念日本語教育研究会論

文集』第 29 号 小出記念日本語教育研究会 

 

4389)鵜飼香奈子(2021)「メキシコにおける「JF にほんご e ラーニング みなと」 普及へ

の取り組みと成果」『国際交流基金日本語教育紀要』第 17 号 国際交流基金日本語国

際センター 

 

4390)宇賀神一(2021)「国語教育史研究と植民地」日本植民地教育史研究会(2021)『植民

地教育史研究年報第 24 号 植民地と国語教育』晧星社 

 

4391)梅本和義(2021)「コロナ禍における国際文化交流－国際交流基金の半世紀とこれか

ら－」ANA ホールディングス株式会社・ANA 総合研究所編(2021)『ていくおふ

No.165 ANA ホールディングス 

 

4392)江口泰生(2021)「A.タタリノフ『レクシコン』注釈 10(文例集 1)」『岡山大学文学部

紀要』第 74 号 岡山大学文学部 

 

4393)遠藤佳那子(2021)「W.G.アストン『日本文語文典』初版 訳註稿(1)」『鶴見大学紀

要. 第 1 部, 日本語・日本文学編』58 号 鶴見大学 

 

4394)大池公紀(2021)「日本語学科専門科目「日本語表現研究Ⅰ・Ⅱ」の学修内容の変

遷」『明海大学教職課程センター研究紀要』第 4 号 明海大学教職課程研究紀要編集

委員会 

 

4395)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３０）国際化の中での日本語教育①」『グ        

ローカル天理』第 22 巻第 1 号 天理大学おやさと研究所 



4396)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３１）国際化の中での日本語教育②」『グ     

ローカル天理』第 22 巻第 2 号 天理大学おやさと研究所 

 

4397)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３２）国際化の中での日本語教育③」『グ    

ローカル天理』第 22 巻第 3 号 天理大学おやさと研究所 

 

4398)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３３）国際化の中での日本語教育④」『グ 

ローカル天理』第 22 巻第 4 号 天理大学おやさと研究所 

 

4399)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３４）国際化の中での日本語教育⑤」『グ   

ローカル天理』第 22 巻第 5 号 天理大学おやさと研究所 

 

4400)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３５）国際化の中での日本語教育⑥」『グ 

ローカル天理』第 22 巻第 6 号 天理大学おやさと研究所 

 

4401)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３６）日本語教育と異文化伝道①」『グロ 

ーカル天理』第 22 巻第 7 号 天理大学おやさと研究所 

 

4402)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３７）日本語教育と異文化伝道②」『グロ 

ーカル天理』第 22 巻第 8 号 天理大学おやさと研究所 

 

4403)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３８）日本語教育と異文化伝道③」『グロ 

ーカル天理』第 22 巻第 9 号 天理大学おやさと研究所 

 

4404)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３９）日本語教育と異文化伝道④」 

『グローカル天理』第 22 巻第 10 号 天理大学おやさと研究所 

 

4405)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（４０）日本語教育と異文化伝道⑤」『グロ 

ーカル天理』第 22 巻第 11 号 天理大学おやさと研究所 

 

4406)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（最終回）日本語教育と異文化伝道⑥」『グ   

ローカル天理』第 22 巻第 12 号 天理大学おやさと研究所 

 

4407)大澤希余子(2021)「「やさしい日本語」が創り出す世界」『金城学院大学大学院 

文学研究科論集』27 号 金城学院大学大学院文学研究科 

 

4408)太田哲男(2021)「崇貞学園史断章―年表作成作業のなかから－」桜美林学園 IR・ア

ーカイブスセンター学園史編さん室(2021)『学園史研究』創刊号 桜美林学園 

 



4409)大野ロベルト(2021)「『土佐日記』英訳ことはじめ－フローラ・ベスト・ハリスの業

績－」『日本研究』第 62 集 国際日本文化研究センター 

 

4410)小川誉子美(2021)「ソ連の日本語研究・日本語教育－レニングラードを中心に－」

『新世紀人文学論究 全地球時代からの人文主義－歴史、文学、植民地教育史研究の

還流－田中寛教授古希・退職記念論集』第 4 号特別記念号 新世紀人文学研究会 

 

4411)奥田浩司(2021)「「満州国」及び旧植民地における高齢日本語話者へのインタビュー

(2)日本語・日本文化の記憶に関する報告」『愛知教育大学大学院国語研究』第 29 号 

愛知教育大学大学院国語教育専攻 

 

4412)長田友紀・松崎寛・澤田浩子・入山美保・吉田武男(2021)「大学における教職課程

と日本語教育学との連携に関する考察－筑波大学「日本語学習支援者養成修了証プロ

グラム」の成立経緯とその課題－」『筑波大学教育学系論集』45 巻 2 号 筑波大学人

間系教育学域 

 

4413)小野憲一(2021)「日本統治時代の台湾における私立学校の歴史的経緯に関する研究

(6)－「私立台湾仏教中学林」の学校規則改正と学校改革における背景と内容につい

－」『帝京平成大学紀要』第 32 巻 帝京平成大学 

 

4414)海外日本語教育学会(2021)「海外日本語教育の次の 10 年を展望する(前編)」『海外

日本語教育研究』第 12 号 海外日本語教育学会 

 

4415)海外日本語教育学会(2021)「海外日本語教育の次の 10 年を展望する(後編)」『海外

日本語教育研究』第 13 号 海外日本語教育学会 

 

4416)賀川真理(2021)「第二次世界大戦中にアメリカによって強制連行された日系ペルー

人－ブランカ・カツラさんの物語を通して－」『阪南論集 社会科学編』Vol.56 No.2 

阪南大学学会 

 

4417)垣内哲(2021)「研究生制度の期限と変遷－東京大学における誕生から留学生依存の

現状まで－」『桜美林大学研究紀要．総合人間科学研究』第 1 号 桜美林大学 

 

4418)神吉宇一(2021)「共生社会を実現するための日本語教育とは」『社会言語科学』第

24 巻第 1 号 社会言語科学会 

 

4419)金塚基・新関ヴァッド郁代(2021) 「日本国際教育学会 30 年のあゆみ－創立 20 周

年から 30 周年までの組織活動を中心に－」学会創立 30 周年記念論集編集委員会

編・佐藤千津編著(2021)『コミュニティの創造と国際教育―日本国際教育学会創立 30

周年記念論集―』明石書店 

 



4420)加納なおみ(2021)「「基礎日本語」から「アカデミック・リテラシーズ」へ－アクテ 

ィブ・ラーニング化とオンライン化を通じた 2019 年以降の授業改革－」『教育開発

推進機構紀要』第 12 号 國學院大學教育開発推進機構紀要 

 

4421)加納寛(2021)「戦時期日本の対タイ宣伝に関する研究の現状と課題」『新世紀人文学

論究 全地球時代からの人文主義－歴史、文学、植民地教育史研究の還流－田中寛教

授古希・退職記念論集』第 4 号特別記念号 新世紀人文学研究会 

 

4422)蒲谷宏(2021)「日本語教育研究科における日本語研究」『早稲田日本語研究』第 30

号 早稲田大学日本語学会 

 

4423)ガリーナ・ヴォロビヨワ(2021)「キルギス日本語教師会活動の記録集としての会

報 : 創刊から 20 周年を迎えて」『日本キルギス文化研究会会誌』第 5 号 日本キル

ギス文化研究会  

 

4424)川上郁雄(2021)「緒言：日研設立 20 周年記念特集として」『早稲田日本語教育学』

第 30 号 早稲田大学大学院日本語教育研究科 

 

4425)川上郁雄・蒲谷宏(2021)「緒言：日研設立 20 周年記念特集として(その 2)」『早稲田     

日本語教育学』第 31 号 早稲田大学大学院日本語教育研究科 

 

4426)川上尚恵(2021)「釘本久春の日本語と国語－戦中から戦後にかけて－」『新世紀人文

学論究 全地球時代からの人文主義－歴史、文学、植民地教育史研究の還流－田中寛

教授古希・退職記念論集』第 4 号特別記念号 新世紀人文学研究会 

 

4427)川口敦子(2021)「セーリス『日本渡航記』のローマ字書き日本語の表記」『三重大学

日本語学文学』第 32 号 三重大学日本語日本文学研究室 

 

4428)川﨑加奈子、新美達也、Nguyễn Thị Hương Trà(2021)「ベトナムにおける日本語

教育と人材供給に関する一考察」『長崎外大論叢』第 25 号(別冊) 長崎外国語大学 

 

4429)河路由佳(2021)「ドナルド・キーンを 30 歳にして日本文学史家たらしめた条件－な     

ぜ、日本留学前に Japanese Literature(1953)が書けたのか－」『ことばと文字』14

号 日本のローマ字社 

 

4430)康鳳麗、森脇健夫、坂本勝信、小西知代(2021)「初任期から中堅期にかけての日本

語教師の授業スタイルの形成－2 名の中国人日本語教師の 14 年間の足跡を追って

－」『鈴鹿医療科学大学紀要』第 27 号 鈴鹿医療科学大学 

 

4431)神田邦彦(2021)「ロドリゲス『日本大文典』所引『発心集』の検討」『花園大学文学

部研究紀要』第 53 号 花園大学文学部 



4432)北川知子(2021)「植民地朝鮮の国語読本編纂－第 1 期と第 2 期を比較して－」日本 

植民地教育史研究会(2021)『植民地教育史研究年報第 24 号 植民地と国語教育』晧 

星社 

 

4433)北條淳子(2021)「小出詞子先生と日本語教科書」『小出記念日本語教育研究会論文

集』第 29 号 小出記念日本語教育研究会 

 

4434)北村嘉恵(2021)「植民地社会のなかの修学経験－台湾南部のある家族の軌跡－」『歴

史評論』857 号 歴史教育評議会 

 

4435)北村武士・川口泰広(2021)「タイ国の日本語教育史関連インタビュー資料紹介－チ

ェンマイ地域の学習者等へのインタビュー－」『新世紀人文学論究 全地球時代から
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アセント符号の諸相－」中部日本・日本語学研究会編(2022)『研究叢書 542 中部日

本・日本語学研究論集』和泉書院 

 

4687)張潔(2022)「北京警務学堂派遣の旗人留学生」『比較日本文化学研究』15 広島大学  

大学院人間社会科学研究科人文学プログラム総合人間学分野 

 

4688)周一川(2022)「帝国大学における中国人女子留学生(1924-1944 年)－データ解読と事   
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5110)石田喜美(2025)「国語（科）教師教育における言語・言語教育ビリーフの育成－教 
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1940 年 10 月 10 日から 1941 年 2 月 24 日 (全 102 回)－」『南山大学日本文化学科論 

集』第 25 号 南山大学日本文化学科 
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5123)オウ・ガイモン(2025)「マカオにおける日本語学習者向けの初級コースデザイン－ 
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と活用」『大阪教育大学紀要 人文社会科学・自然科学』第 73 巻 大阪教育大学 
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日本語教育史研究会 

 

5138)桑戸孝子(2025)「長崎総合科学大学別科日本語研修課程のあゆみ」『地域論叢 : 長 

崎総合科学大学地域科学研究所紀要』No.40 長崎総合科学大学地域科学研究所 

 

5139)合津美穂(2025)「植民地台湾における日本語普及政策とその影響」『歴史地理教育』 

No.993 歴史教育者協議会 

 

5140)合津美穂(2025)「1920 年代における台湾公学校児童の学習状況―学籍簿を史料とし 
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本大文典」への影響－ラテン語の不定法を中心に－」『国語研究』第 88 号 國學院大 
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5172)辻本桜子(2025)「中間言語語用論における「助言」研究の概観と課題－1990 年から 
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大学全学共通教育センター 

 

5173)坪田珠里(2025)「研究活動紹介：日越交流の視点から見るベトナムの日本語教育史 

―日仏共同支配期から 1990 年代―」『日本語教育史研究』Vol.4 日本語教育史研究 
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5174)段建秀(2025)「「ての」に関する先行研究と問題点の整理」『北海道大学大学院文学 

院研究論集』第 24 号 北海道大学大学院文学院 
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大学大学院人文学研究科教育研究推進室 

 

5176)徳久圭、郭旻恵、唐澤麻里、桑原里奈、アルバーディング聖子(2025)「日本語通訳 

ビジネス科における日本語劇への取り組み－実践報告－」『文化外国語専門学校紀 

要』第 37 号 文化外国語専門学校 

 

5177)徳間望(2025)「インド北東州における日本語教育の歴史とこれから」『日本語教育史 

研究』Vol.4 日本語教育史研究会 

 

 

 



5178)中尾真央(2025)「コロナ禍における日本語教育の取り組みと課題―鹿児島国際大学 

のオンライン授業を事例として―」『国際文化学部論集』第 26 巻第 2 号 鹿児島国 

際大学国際文化学部 
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本語学校を事例にして－」『新潟国際情報大学 国際学部紀要』第 10 号 新潟国際情 

報大学国際学部 

 

5181)中道知子(2025)「日本語母語話者学生のための日本語クラス」『語学教育研究論叢』 

第 42 号 大東文化大学語学教育研究所 
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号 JSL 漢字学習研究会 

 

5183)『日本語教育史研究』編集委員会(2025)「十人十色の日本語教育史研究」『日本語教 

育史研究』Vol.4 日本語教育史研究会 

 

5184)二文字屋修(2025)「外国人介護労働者の受け入れと日本語教育」」『日本語教育』191 

号 日本語教育学会 

 

5185)野﨑雅子(2025)「戦後日中関係における日本語教育思想－日本語教育関係者の対中 
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読本』との比較を通して―」日本植民地教育史研究会(2025)『植民地教育史研究年報 

第 27 号 「満洲・満洲国」教育史研究の固有性と独自性を考える』晧星社 

 

5187)潘静(2025)「日本語の「配慮」に関わる研究の概観」『東京外国語大学大学院 言 

語・地域文化研究』第 31 号 東京外国語大学大学院総合国際学研究科 

 

5188)日暮康晴(2025)「1890～1950 年代の初級日本語教科書における副詞の使用状況と通 

時的変化－「とても」類の副詞に注目して－」『 国際日本研究』第 17 号 筑波大学 

人文社会科学研究科国際日本研究専攻 

 

5189)檜山純子(2025)「マレーシアにおける日本語教育史の役割と可能性－交流学習・ア 

ンケート調査からの考察－」『新世紀人文学論究』第 9 号 新世紀人文学研究会 

 

 



5190)桧山真一(2025)「佐々木喜善とニコライ・ネフスキイ－オシラ神の協同研究とその 

破綻(下)－」『なろうど』89 号 ロシア・フォークロアの会 

 

5191)平高史也(2025)「第 27 回ヨーロッパ日本語教育シンポジウムに参加して」『日本語 

教育史研究』Vol.4 日本語教育史研究会 
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本語読本』を中心に－」『比較文化研究』158 号 比較文化学会 

 

5193)胡偉、党星恵、星千尋(2025)「中国の大学における日本語教育と国・地域別研究の 

統合－日本語専攻から日本学専攻へシフトか－」『早稲田日本語教育学』第 38 号 早 

稲田大学大学院日本語教育研究科 

 

5194)二子石優(2025)「専門学校における外国人留学生受入れと日本語教育－日本語教育 

の実施形態を類型化する－」『東洋大学国際教育センター紀要』第 3 号 東洋大学国 

際教育センター 

 

5195)古内綾子(2025)「教師の協働による日本語科目のレベル別到達目標の開発」『明治大 

学教養論集』583 号 明治大学教養論集刊行会 

 

5196)古本裕美、松田嵐(2025)「長崎大学日本語・日本文化プログラムの変遷と課題－プ 

ログラム評価における自由記述の質的分析－」『長崎大学留学生教育・支援センター 

紀要』第 7 号 長崎大学留学生教育・支援センター 

 

5197)Hoang Ngoc Bich Tran(2025)「外国人技能実習生のキャリアを支える日本語教育に 

関する研究－文献レビューから見た動向と課題－」『関係性の教育学』Vol.24, No.1  

関係性の教育学会 

 

5198)細井駿吾(2025)「日本語教育史に関心を持つまでの歩み」『日本語教育史研究』 

Vol.4 日本語教育史研究会 

 

5199)包賀喜格図(2025)「「満州国」の東部内モンゴルにおける日本語教育について」『九 

州共立大学研究紀要』第 15 巻第 2 号 九州共立大学 

 

5200)前田均(2025)「資料解説：台北第二中学校『常用語辞典』昭和 10 年、新高堂書店」 

『日本語教育史研究』Vol.4 日本語教育史研究会 

 

5201)前田均(2025)「戦前・戦中期の日本語学・日本語教育の負の遺産」日本植民地教育 

史研究会(2025)『植民地教育史研究年報第 27 号 「満洲・満洲国」教育史研究の固 

有性と独自性を考える』晧星社 

 



5202)松永典子(2025)「日本語教育史研究と日本語教育、平和教育の接点－戦争の記憶× 

俳句交換がもたらすもの－」『新世紀人文学論究』第 9 号 新世紀人文学研究会 

 

5203)松永典子(2025)「日本語教育史研究との出会い」『日本語教育史研究』Vol.4 日本 

語教育史研究会 

 

5204)三戸貴史(2025)「「やさしい日本語」に関する日本人の意識─先行研究との比較と、 

回答者の日本語教育に関する知識の有無の観点から─」『学習院大学大学院日本語日 

本文学』21 号 学習院大学大学院人文科学研究科日本語日本文学専攻 

 

5205)南浦涼介(2025)「第 16 章 ことばとシティズンシップ教育」北山夕華、古田雄一、 

川口広美、斎藤仁一朗、川中大輔編・日本シティズンシップ教育フォーラム監修 

(2025)『民主的社会をつくるシティズンシップ教育－理論と実践の現在－』ナカニシ 

ヤ出版 

 

5206)宮内崇敏(2025)「ウズベキスタン日本語学校「Noriko 学級」における長期教育活動 

の成果報告－教室がある意味についての再考－」『海外日本語教育研究』第 19 号 海 

外日本語教育学会 

 

5207)宮本恭子(2025)「生活者としての外国人が包摂される社会をめざして：「ことばのヤ 

ングケアラー」－ことばとケアのまなざしから－」『社会文化論集』21 巻 島根大学 

法文学部 

 

5208)村松由起子、石毛順子(2025)「豊橋技術科学大学における日本語教育の変遷－学部 

を中心に－」『雲雀野：豊橋技術科学大学人文科学系紀要』47 号 豊橋技術科学大学 

 

5209)安田敏朗(2025)「日本ローマ字会の「大東亜戦争」－時局と言語運動－」『新世紀人 

文学論究』第 9 号 新世紀人文学研究会 

 

5210)家根橋伸子、小口悠紀子、山本晋也、帖佐幸樹(2025)「外国人住民を社会につなぐ 

人と活動と日本語教育―地域日本語教室活動の広がりをめざして―」『広島大学日本 

語教育研究』第 35 号 広島大学大学院人間社会科学研究科日本語教育学プログラム 

 

5211)山口雅代、วลยัพร กาญจนการุณ(Walaiporn Kanjanakaroon)、ธนานัทธ ญโญ(Thananat  

Panyo)、川口泰広(2025)「1945 年までのタイにおける日本語教育史の中のチェンマ 

イ日本語学校－チェンマイでの調査とともに－」『新世紀人文学論究』第 9 号 新世 

紀人文学研究会 

 

 

 



5212)山口雅代(2025)「戦時下のコタバル日本語学校とソンクラーの状況－コタバルとソ 

ンクラーの調査報告－」『東京福祉大学・大学院紀要』第 15 巻第 1-2 合併号 東京福 

祉大学・大学院 

 

5213)山田昇平(2025)「『『サントスの御作業』にみるキリシタン版ローマ字正書法の成立過 

程」『訓点語と訓点資料』第 154 輯 訓点語学会 

 

5214)山本弘子(2025)「企業における日本語学習支援のかたちを考える－語学教育潮流の 

変化との連携へ－」『国際人流』423 号 入管協会 

 

5215)山脇圭(2025)「日本語教育に関する研究の成果と課題－1970 年代以降に来日した 

移民を対象とする研究を中心に－」『社会学論集』No.24 中京大学大学院社会学研究 

科 

 

5216)吉井雄樹(2025)「日本語教育における教科書分析の視点とこれからの研究課題－ 

『日本語教育』1 号から 185 号までの文献調査－」『言語コミュニケーション文化』 

Vol.22, No.1 関西学院大学大学院言語コミュニケーション文化学会 

 

5217)林洪(2025)「中国基礎教育段階における日本語教材開発（一九四九～二〇二四年）」 

『中国 21』Vol.62 東方書店 

 

5218)呂建輝(2025)「日本と中国で出版された日本語教科書の比較研究－収録語彙の側面 

から－」『文化共生学研究』第 24 号 岡山大学大学院社会文化科学研究科 

 

5219)Rudy Toet(2025)「近世長崎における日本語研究」『西日本文化』No.516 西日本文 

化協会 

 

5220)渡邉奈那(2025)「専門日本語教育としての介護の日本語教育－文献レビューによる 

検討－」『人間情報学研究科年誌』第 30 号 東北学院大学大学院人間情報学研究科 

 

5221)永島育(2026)「はじめて日本語を学んだ「土耳其」軍人－ムスタファ・アースム 

－」NPO 法人日本トルコ交流協会監修、ヤマンラール水野美奈子・佐々木紳編著 

(2026)『日本トルコ交流秘史－イスタンブル旧総領事館の 100 年－』勉誠社 


